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第.3一章 セク シュ ア グテイの鯲 と現在
快 楽 と 叡 智
正 木 晃
無上の快楽と究極の叡智 とが分かちがたい関係にある。或いは、快楽と叡智とを、等号で結
ぶことす ら可能なのだ……。
いわゆる後期密教に特有のこの図式は、時空を越えて、常に人を惹きっける。ありていにい
えば、10代 の終わりの頃、 私が密教研究を志 した理由の一半 も、 この図式が発散する何かに
か らめとられたゆえだったかもしれない。
そ して、近年のチベット密教 ブームもまた、 この図式 と無縁ではない。人間のもっ動物性の
極 ともいうべき生殖行為、そして人間が求めうる聖性の極 ともいうべき至高の知性。近代合理
主義に蹂躙されて、ながらく全 く無縁 とおもわれてきたこの両者のあいだに、架橋 しようとい
う試みが人々の関心を集めたとしても、それはそれで無理からぬ事態かもしれない。たとえ誤
解に基づ く点が少なくないとしても…。
ことにも性瑜伽(せ いゆが)。 っまり、男女の性行為を欠 くべからざる身体技法 として導入
した仏教究極の瞑想法をめぐっては、あまりに衝撃的な修行法なるがゆえに、定かな根拠をも
たぬ憶測と恣意的な解釈がまま行われてきた。
そうした誤解を解 く意味もあって、 ここでではチベット仏教の正統派を任ずるゲルク派が伝
承 してきたチベット密教における最高の修行法を材料に、快楽と叡智の関係を考えてみたい。
最高 の叡 智 一悟 りとは何 か
ゲルク派の宗祖であ り、ブッダ以来、2500年 におよぶ仏教の歴史 における最後 の巨人で
あったツォンカバ(1357～1419)は 、『秘密集会 タントラ』が究極の仏教なのだと主張 した。
特に、ナーガールージュナ(龍 樹)と アールヤデーヴァ(聖 天)と いう2人 の人物がこのタン
トラに施 した解釈と、そこから導 き出された実践法 こそ、悟 りへの最も優れた修行法であると
みな した。これを 「聖者流(聖 父子流)」 という。
イ ンドでは、『秘密集会 タントラ』を根本 とす る実践法 に、二大流派が存在 した。1っ は
ジュニャーナパーダという人物が開発 した 「ジュニャーナパーダ流」であり、 もう1つ がいま
述べた 「聖者流」である。近年の研究成果によれば、まずジュニャーナパーダ流が先行 し、聖
者流がそれに続いた らしい。 ツォンカバが選択 した聖者流は、 西暦でいえば、 ちょうど1000
年頃、全盛を迎えていたというが、そのあたりの歴史的な詮索は、これ以上するっ もりはない。
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